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～子育て中のあなたを応援します～

ファミリーサポートセンター会員募集

　市では、安心してゆとりある子育てができる地域社会を目指し、大仁庁

舎内にファミリーサポートセンターを設置しています。

問 ファミリーサポートセンター（市役所保健福祉・こども・子育て相談センター内）
☎ 0558-76-8008（受付時間／月曜～金曜 9：00 ～ 16：00）

子育てサポートしてほしい！ 子育てサポートしてみたい！

・保育所、幼稚園の送り迎え

・ 保育所、幼稚園の開始前や終了後の子どもの預かり

・ 小学校の放課後や、放課後児童教室終了後の子どもの預かり

・ 子どもを連れて出かけにくいとき（通院、見舞い、参観日など）の

子どもの預かり　など

○こんなサポートをしています！

　子育て中の家族が安心して育児ができるように、あらかじめ登録した市

民同士が、有償で子どもを預かるネットワークです。

　子育ての援助を受けたい人（おねがい会員）へ、アドバイザーが援助を

行いたい人（まかせて会員）を紹介します。興味がある人は、ファミリー

サポートセンターまで問い合わせください。

○ファミリーサポートセンターとは

市内在住の援助を必

要とする小学生以下

の子どもがいる人

おねがい会員

市内在住の 20 歳以上で育児の

援助を提供できる人。資格・経

験・性別は問いません。ファミ

リーサポートセンターが実施す

る講習を受けていただければ、

会員として活動できます。

まかせて会員

※両方の会員になることもできます。

平日
7：00 ～ 19：00 1 時間 600 円（子ども 1人につき）
上記以外 1時間 700 円（子ども 1人につき）

土・日・祝祭日
12/29 ～ 1/3

終日 1時間 700 円（子ども 1人につき）

○利用料金

6 月は「食育月間」
毎月 19 日は「食育の日」です

問 市役所健康づくり課　☎ 055-949-6820

　「食育」とは、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な
食生活を実践できる人間を育てることです。
　この機会に、家族や自分の食について考えてみませんか。

　皆さんは朝食を毎日食べていますか。朝食は肥満予防や排便習慣
をつくる、眠っていた脳の働きを目覚めさせるなど、健康維持に欠
かせない役割があります。
　朝食は 1日の活動のエネルギー源です。朝食を食べて、元気に、
気持ちよく 1日をスタートしましょう。

0

20

40

60

80

100
（％）

小学生 中学生 高校生 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65歳以上

96.1 92.691.383.677.175.967.287.390.1

7.7 11.4

23.3
17.0 14.5

10.9

0 2.2 1.3

食べない
ときどき食べる
毎日食べる

資料： 平成 28 年度
　　　伊豆の国市健康づくり
　　　市民アンケート調査結果

年代別の朝食摂取状況
朝食を食べない人は
中学生から増加し、
50 歳代くらいまで
多く見られました

○振り返ってみよう！毎日の食事、自分の食事

中学生以上で朝食を毎日食べていない理由は、「時間がない」「食欲がない」
「ダイエットのため」という回答でした。
朝食を食べる習慣がない人は、まずはスープや果物、ヨーグルトなどの食
べやすいものから食べてみましょう。

○朝食を食べる習慣ができたら、
　ラクラクごはんにステップ・アップ

　ごはんやパンに卵料理やサラダ、
おひたしなどを加えると栄養のバラ
ンスがぐっと良くなります。
　調理時間がない場合は、納豆や缶
詰、汁物など手をかけずに食べられ
るものや、電子レンジ、オーブントー
スターなどを賢く活用しましょう。
食育の詳細（農林水産省ホームページ）
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/
index.html

脳や体のエネルギー
源になる食べ物 体温を上げる食べ物 体の調子を整える食べ物
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